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ダイ＝ ン に対する モ ノ クロ ナ ル抗体

奥野　誠 （東大 ・教養 ・生 物），新井孝夫 （筑波大 ・基礎 医 ）．前　直美 （三 菱化成 ・生命研）

Monoclonal 　 antibodies 　prepared 　against 　dynein
MAKoTO 　OKUNO ，　TAKAO 　ARAI

，
　NAOMI 　 MAE

　繊毛軸糸 を 構成す る蛋白質に 対 す る抗体 を 用 い た 研究 で ，こ の 運動機構 に 関す る 重要な 知見 の い くつ か が 得

られ て きた が，抗体 の 特異性 に 問題が残 さ れ て い た。こ れ を解決 し，さ らに 詳細な解析を行 な う日 的 で ，モ ノ

ク ロ ナ ル 抗体 の 調製を 試み た 。 ウ ニ 精子鞭毛の ，O．6M 　KCI　extract ，も し くは 21S ダ イ ニ ソ に よ り 免 疫 し

た BALB ／c マ ウス の 牌臓細胞を，抗体非産 生 型 ミ ；・L ロ
ー−

− Ag8 −653 と 融合 さ せ ． 数株 の 抗 ダ イ ニ ソ 抗体 を

産生 す る ハ イ ブ リ ドーマ を 得 た 。 こ れ らは
，
ELISA で ，21S ダ ィ ニ ソ と反応 し，蛍光抗体法 で 除膜精子鞭毛

と結合す る こ と が示 され た が．唯
一

の OB −4 株を 除い て，鞭毛運動を押 え な か っ た。　OB −4 は ，除膜精 子鞭毛

の 再 活性化され た 運動を，振動数，振幅共 に 阻害 し，屈曲波 の 非対称性 を もた らす 。
15μg／mt で は お よ そ 5

分 で 正 常 な運動 を 停止 させ ，別 の 実験で ，rigor 　bend を 保持 させ た 。 こ れ らの 特性は ．小川 ら の 抗 FA 抗体

に 似 て い た 。

ク ラ ミ ドモ ナ ス の トリトンーグ リセ リン 処理 モ デル i．ゲ リセ リ ン 濃度 の効果
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・
生物）

Flagellar　 movement 　on 　Triton −glycerol　 extracted 　Chlamydotnonas 　 Il．Effect　 of 　 glycerol　 concent −
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　 ト リ ト ン X −100 で 膜 を 除去 した ク ラ ミ ドモ ナ ス の 鞭毛は ，数 μM 以 上 の Ca2＋濃度 で は 繊毛型 （asymmetry ）
の 運動 を し．μM 以下 で は 鞭毛型 （symmetry ） の 運動をす る 。 こ の 再活性化 の さい 再活性化溶液 に グ リ セ リ

ン を加え る と．再活性化され る細胞 の 割合 は 増加す る が．CaS＋濃度が μM 以 下 で の 繊毛型 の 運動 が 起 りに く

くな る 。

　30％グ リ セ リ ソ を含む溶液 で 再活徃化した 鞭毛 は ， Cal ＋

濃度 が μ M 以 下 で も鞭毛型の 運動を 示 し た 。こ

れを希釈 し，グ リ セ リ ン 濃度を 10％以下 に 下 げ る と運 動 は 繊 毛 型 に 変 っ た 。他 の 有機溶液 に つ い て も同 様 の 効

果 が あ るか ど うか 調 べ た 結果， 15％e エ チ レ ソ グ リ コ ール に よ っ て 鞭毛型 の 波型が引 きお こ さ れ た 。
Sr9’

濃度

40μM の 再活性化溶液 中で 引ぎお こ され る 鞭毛型運動は ，7 傷 ジ メ チ ル ス ル ポ キ シ ドを 加 え る こ と に よ っ て 部

分的 に 繊毛型 に 変化 した 。ウ ニ 精子 の 鞭毛運動 の 変化を 誘起す る他 の 有機溶媒 は 効果 が な か っ た 。

Blepharisma　J
’
aponicum （繊毛虫）に おける細胞伸長 の メ カニ ズ厶 ：細胞質徴小管の 役割

松岡達臣 （広島大 ・ 理 ・動物）

Mechanisrn　Qf 　cell 　e ］ongation 　in　Blepharisma　j
’
aponicum ：Role　 of 　cytop 】ansmic 　microtubules

TATSUOM 工 MATSUOKA

　繊毛虫 BlePJtarisma は 光 に 反応 して 細胞伸長 を 示す 。 こ の 反応 が 細胞 内の どの 構成 要 素 に よ っ て もた ら さ

れ る の か を 電 顕観察に よ っ て 調べ た 。
km −fiber，　 myoneme ，　 vacuole −associated 　microtubules （VAM ） の

3 つ の 要素が 細胞 1申長 に 関与す る可 能性があ る が，こ の うち，VAM の み コ ル ヒ チ ソ に 対 して sensitive で あ

っ た 。 また コ ル ヒ チ ン 処 理 した BlePharisma は 伸 長 しな か っ た 。こ れ，らの 結果 よ り，細胞伸長 に VAM が 関

興 し て い る こ とが 考え られ る た め ，こ の 微小管に着目 し て さ ら に 詳 し く調べ た 。 こ の 結果，微小管相互 の す べ

りに よ っ て伸長が お こ る 可能性 が 示唆 され た。さ らに LaCls ，　 ionophore　A23187 ．　 EGTA な どを A］い た 実 験

か ら，綱胞伸長は 外液か らの Ca2t の 流入 に よ っ て ひ きお こ され る こ と が示唆され た。
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